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彰義隊の墓（東京都台東区）

今
年
は
大
村
益
次
郎
遭
難
か
ら
150
年
○

　
そ
の
日
の
夕
刻
、
益
次
郎

は
、
部
下
を
従
え
、
戦
跡
を

視
察
し
た
。

　
東
征
軍
の
指
揮
所
と
な
っ

た
松
坂
屋
の
前
に
は
、
防
御

に
用
い
た
畳
な
ど
が
多
数
散

乱
し
、
そ
の
周
辺
に
は
、
酒

樽
や
握
り
飯
の
残
飯
も
あ
っ

た
と
い
う
。

大村
益次郎

（
14
日
付
・
松
前
了
嗣
さ
ん
寄
稿
の
続
き
）

多
く
の
犠
牲

残
煙

　
伝
令
の
報
告
に
よ
る
と
、

上
野
の
彰
義
隊
は
、
山
内
の

堂
塔
に
火
を
か
け
、
そ
の
騒

動
に
ま
ぎ
れ
て
、
退
却
し
た

と
い
う
。

　
益
次
郎
が
空
け
て
お
い
た

と
い
わ
れ
て
い
る
寛
永
寺
の

東
方
に
向
か
っ
て
、
敗
走
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
い
が
終
わ
っ
た
の
は
、

午
後
５
時
頃
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
日
、
東
征
軍
は
41
人

の
戦
死
者
を
出
し
た
が
、
彰

義
隊
の
戦
死
者
は
２
０
０
人

以
上
と
さ
れ
、
正
確
な
数
は

不
明
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
に

よ
っ
て
、
町
人
も
犠
牲
に
な

っ
て
い
る
。
流
れ
弾
に
当
た

っ
た
の
だ
。

　
寛
永
寺
周
辺
で
は
約
１
千

戸
の
民
家
が
焼
失
。
７
２
３

０
人
の
被
災
者
に
は
、
米
や

給
付
金
が
支
給
さ
れ
た
。
ま

た
、
戦
い
の
翌
日
か
ら
20
日

ま
で
の
間
は
、
握
り
飯
も
配

ら
れ
た
。

　
ま
た
、
激
戦
と
な
っ
た
黒

門
付
近
に
は
、
彰
義
隊
士
の

遺
体
が
７
体
横
た
わ
っ
て
い

た
。

　
そ
し
て
、
山
内
に
は
残
煙

が
立
ち
昇
っ
て
い
た
。

（
続
く
。次
回
は
28
日
付
に
掲
載
し
ま
す
）

189
県
立
美
術
館
学
芸
参
与

　
　
　
　
　
斎
藤
　
郁
夫

サ
ン
デ
ー
美
術
館
256

右
の
絵
は
モ
ネ
の

睡
蓮
。
サ
イ
ン
が

左
下
に
入
っ
て
い

る
。
左
の
絵
は
、

ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク

の
描
い
た
肖
像
画
で
あ
る
。

　
モ
ネ
に
つ
い
て
は
多
く
を

語
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

２
０
０
１
年
の
「
き
ら
ら

博
」
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
た

大
規
模
な
個
展
を
覚
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と
思

う
。

活
躍
し
、
肖
像
画
の
名
手
と

し
て
と
く
に
評
判
が
高
か
っ

た
。

　
今
回
の
展
覧
会
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
モ
ネ
、
ル
ノ

ワ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
、
セ
ザ
ン

ヌ
の
作
品
と
と
も
に
、
そ
れ

に
先
立
つ
16
世
紀
か
ら
18
世

紀
の
優
れ
た
作
品
も
あ
わ
せ

て
展
示
す
る
も
の
。
西
洋
絵

画
４
０
０
年
の
流
れ
を
一
挙

に
紹
介
す
る
と
い
う
意
図

が
、
こ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
た
。
見
応
え
十
分
の

展
覧
会
で
あ
る
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

　
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
は
17
世

紀
の
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
（
オ

ラ
ン
ダ
南
部
と
ベ
ル
ギ
ー
西

部
に
ま
た
が
る
地
方
）
を
代

表
す
る
画
家
。
イ
ギ
リ
ス
で

　
来
月
か
ら
始
ま
る
展
覧
会

の
チ
ラ
シ
は
Ａ
３
サ
イ
ズ
の

二
つ
折
り
。
広
げ
て
表
と
裏

を
見
る
と
、
写
真
の
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
　美
の
400
年

珠
玉
の
東
京
富
士
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

1983 年 10 月生まれ、周南市出身、市内在
住の 36 歳。南陽工業高卒業後、積水ハウ
ス山口工場入社。烈腕会長州ＧＯＲＩＬＬ
Ａ所属。座右の銘「誰よりも努力する」を
実践するべく、会社員として働きつつ、練
習に励む。好きな食べ物は「肉料理」。
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６
月
に
埼
玉
県
で
行
わ
れ

た
第
18
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
で
、
マ
イ
ナ
ス
55
㌔
級

に
出
場
。
左
右
両
腕
で
優
勝

す
る
快
挙
を
遂
げ
た
。「
昨

年
負
け
た
、
２
年
前
の
日
本

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
勝
ち
、
リ

ベ
ン
ジ
を
果
た
せ
た
」
と
喜

び
を
語
る
。

　
10
年
前
、
趣
味
の
「
体
を

鍛
え
る
こ
と
」
を
生
か
せ
る

競
技
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

を
始
め
た
。「
練
習
し
た
分

だ
け
結
果
が
出
る
」
こ
と
が

楽
し
く
、
大
会
に
も
参
加
す

る
よ
う
に
。
対
戦
相
手
の
レ

ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
く
中
、

練
習
量
の
不
足
を
実
感
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
実
戦
練
習
を

週
6
日
に
増
や
し
、
技
、
瞬

発
力
、
腕
力
を
磨
き
、
頂
点

に
立
っ
た
。

　
次
の
目
標
は
、
来
年
東
京

で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
大
会

出
場
。「
国
際
大
会
で
自
分

の
実
力
を
試
し
た
い
。
競
技

人
口
を
増
や
し
、
山
口
を
盛

り
上
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
、

追
わ
れ
る
立
場
の
緊
張
感

を
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
原

動
力
に
変
え
る
。

宮
本
　
亮
輔
さ
ん

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
全
国
大
会
で

左
右
両
腕
優
勝

無
料
の
骨
密
度
測
定
や
試
飲
コ
ー
ナ
ー
も

松
代
商
店
が“
健
活
”講
演
会

　
厚
生
労
働
省
「
平
成
30
年

簡
易
生
命
表
」
の
概
況
に
よ

る
と
、
平
均
寿
命
は
男
性

81
・
25
年
、
女
性
87
・
32
年

で
、
前
年
比
で
は
男
性
が

０
・
16
年
、
女
性
は
０
・
05

年
上
昇
し
た
。
日
本
は
現

在
、
世
界
一
の
高
齢
社
会
を

迎
え
る
と
い
わ
れ
、
山
口
県

は
全
国
で
４
番
目
に
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。

　
近
年
は
、「
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器

症
候
群
）」
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
健
康
寿
命
と
平
均

寿
命
の
差
（
男
性
が
約
９

年
、
女
性
が
約
12
年
）
を
い

か
に
縮
め
る
か
が
今
後
の
課

題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
松
代
商
店
（
深
溝
）
は
、

31
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら
３

時
半
ま
で
「
人
生
１
０
０
年

時
代
！
　
健
康
寿
命
を
の
ば

す
〝
健
活
〞
講
演
会
」
を
山

口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
（
名
田

島
）
で
開
催
す
る
。
健
活
と

は
「
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
の
活
動
」
の
略
。
明
治
の

栄
養
士
を
講
師
に
迎
え
、「
食

事
」
は
も
ち
ろ
ん
、
食
べ
る

た
め
に
必
要
な
口
腔
ケ
ア
や

運
動
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
参
加
は
無
料
だ

が
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要

（
先
着
２
０
０
人
）。

　
ま
た
、
無
料
の
体
験
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
正
午
か

ら
午
後
２
時
と
、
３
時
半

か
ら
４
時
半
の
２
回
、
骨

密
度
測
定
会
や
４
月
に
新

明治宅配商品

し
く
発
売
さ
れ
た
「
ロ
コ
ケ

ア
」
を
は
じ
め
と
す
る
明
治

宅
配
商
品
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー

も
開
設
さ
れ
る
。

　
同
社
の
松
代
崇
代
表
取
締

役
は
、「
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
の
一
つ
の
解
決
策
と

し
て
、
地
域
の
皆
様
に
と
っ

て
、
少
し
で
も
健
康
に
関
す

る
知
識
の
習
得
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
来
場
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
松
代
商
店
（
☎
０
８
３

－

９
８
９

－

２
１
５
０
）
へ
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

m
atsushiro-shouten.

com/

）
か
ら
も
問
い
合
わ

せ
が
可
能
。

31日
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 １行記事　９月１日まで、市中心商店街のふじもと（米屋町２）で大振袖展が開催中。約４００枚の振袖が並び、成人式ヘアメイクの無料体験会（要予約）もある。

6月の子育てひろばの様子（写真上2枚）

前回のひろばの様子

1789

８
月
27
日（
火
）

10
時
30
分
～
13
時
30
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

「
は
ぁ
も
に
ぃ
～
♪
」

（
新
山
口
駅
在
来
線
口
　
コ
ー
プ
小
郡
店
前
）

１
家
族
１
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

ときところ料金

ほ
っ
と
ひ
と
息
で
き
る
場
所
で
す

８
月
27
日（
火
）

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

　

コ
ー
プ
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、

初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
他
に
参
加
者
が
い
な

く
て
寂
し
か
っ
た
で
す
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
方
が
優
し
く
接
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

な
お
ち
ゃ
ん

さ
ん
）

　
赤
ち
ゃ
ん
・
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る
ご

家
族
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
、
親
子
の
出
会
い
の

場
・
ふ
れ
あ
い
の
場
。
基
本
的
に
ノ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
の
ん
び
り
く
つ
ろ
げ
、
自
由
に
過
ご
せ
る
空
間
を

提
供
す
る
場
で
す
。

　
参
加
予
約
は
不
要
。
い
つ
来
て
い
つ
帰
っ
て
も
Ｏ

Ｋ
。
の
ん
び
り
し
た
い
方
も
、
お
友
だ
ち
を
つ
く
り
た

い
方
も
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
９
月
24
日（
火
）開
催
予
定
で
す
♪

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
の
日
程
や
様
子
は
、
コ
ー
プ
や
ま
ぐ

ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
方
の
感
想

チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
ま
し
た

　

今
回
は
お
子
様
お
一
人
で
し
た
が
、
お
も
ち
ゃ
や

ス
タ
ッ
フ
と
ご
機
嫌
良
く
遊
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
と
も
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
、
お
昼
ま
で
ゆ
っ

く
り
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
ろ
ば
の
ス
タ
ッ
フ
よ
り

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

10
年
後
の
事
業
を
考
え
る

２７、９月４日　
経
営
者
や
後
継
者
向
け

「
10
年
後
の
事
業
を
考
え
る

セ

ミ

ナ

ー
」

が
、

27
日

（
火
）
と
９
月
４
日（
水
）
の
午

後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
、
２

日
間
コ
ー
ス
で
開
か
れ
る
。

　
主
催
・
会
場
は
山
口
商
工

会
議
所
（
中
市
町
１
、
☎
０

８
３

－

９
２
５

－

２
３
０

０
）。
事
業
承
継
計
画
の
作

成
な
ど
が
で
き
る
。
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 １行記事　ＰＯＰＳ－Ｋ山口店（東山２）で、エレキギター、ウクレレ、サックス、バイオリンなど、「ヤマハ大人の音楽レッスン」入会金半額キャンペーンを実施中。

次回は８月28日掲載

就
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
受
講
者
募
集

９月　
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て

中
の
女
性
な
ど
を
対
象
に
し

た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
が
、

９
月
４
日（
水
）
か
ら
同
30
日

（
月
）
に
か
け
て
実
施
さ
れ

る
。
受
講
・
託
児
と
も
に
無

料
で
、
定
員
10
人
。

　
26
日（
月
）
午
後
５
時
ま
で

に
申
し
込
み
、
28
日（
水
）
の

選
考
（
面
接
）
に
合
格
す
れ

ば
、
座
学
研
修
（
10
日
間
）

と
職
場
体
験
実
習
（
５
日

間
）
が
受
け
ら
れ
る
。
時
間

は
午
前
９
時
半
か
ら
午
後
０

時
半
ま
で
で
、
土
日
、
祝
日

な
ど
は
休
講
の
予
定
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
Ｙ
Ｉ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ー

ト
専
門
学
校
（
☎
０
８
３

－

９
７
６

－

８
３
５
４
）
へ
。

８
月
25
日
山
口
市
菜
香
亭
に

て
13
時
開
演
。
曲
目
、
筝
組

歌
、
八
段
の
調
、
松
の
寿
、

今
小
町
、
四
季
の
眺
。
賛
助

出
演
、
徳
田
淡
山
、
中
村
博

山
、
江
原
歌
苑
。
し
っ
と
り

と
古
典
の
世
界
を
味
わ
っ
て

頂
き
た
い
。
問
合
先
０
９
０

１
３
３
７
６
９
１
３
、
菊
昭

︻
催
場
︼
～
27
日︵
火
︶：
全

国
ぐ
る
め
ぐ
り
︻
美
術
ギ
ャ

ラ
リ
ー
︼
～
27
日︵
火
︶：
人

間
国
宝
十
四
代
今
泉
今
右
衛

門
展

︻
菊
糸
会
筝
曲
地
歌
の
会
︼

山
口
井
筒
屋

［
５
階
］
今
週
の
催
し
案
内

コ
ン
サ
ー
ト

鯛
の
ア
ラ
炊
き
定
食

刺
身
定
食
。
私
は
鯛
の
ア
ラ
炊
き
定
食
。
Ａ

さ
ん
が
身
を
、
私
が
骨
を
食
べ
る
。
私
に
は

見
事
な
煮
汁
が
染
み
た
鯛
の
頭
。
Ａ
さ
ん
の

皿
に
は
、
桜
色
の
身
が
並
ん
で
い
る
。
彼
女

が
刺
身
を
一
切
れ
食
べ
る
。
笑
顔
。
私
は
鯛

の
頭
部
を
食
う
。
両
手
を
使
い
鰓
を
つ
か
み

解
体
す
る
。
煮
汁
が
手
の
甲
に
付
く
。
頬
肉

を
ほ
お
ば
る
。
あ
あ
、
美
味
し
い
。

　
目
玉
を
食
べ
よ
う
か
し
ら
？
　
思
案
し
な

が
ら
Ａ
さ
ん
を
ち
ら
り
と
見
る
と
、
彼
女
が

こ
う
言
っ
た
。「
あ
ん
た
ね
、
目
玉
を
食
べ

る
と
、
こ
の
鯛
が
海
の
中
で
見
た
も
の
を
見

る
わ
よ
。
怖
い
よ
。
い
い
の
」

　
海
辺
の
食
堂
に
行
っ
た
。
壁

に
メ
ニ
ュ
ー
を
書
い
た
短
冊
が

貼
っ
て
あ
る
。
Ａ
さ
ん
は
鯛
の

　
こ
こ
は
、
都
会
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
な

い
。
開
け
放
っ
た
窓
か
ら
潮
の
香
が
押
し

寄
せ
る
大
衆
食
堂
。
隣
の
テ
ー
ブ
ル
の
お

じ
さ
ん
が
骨
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
る
。
軟
骨

を
砕
く
コ
リ
コ
リ
と
い
う
音
も
す
る
。
白

髪
の
お
じ
さ
ん
、
歯
が
丈
夫
な
の
ね
。

　
鯛
の
唇
に
ち
ょ
っ
と
吸
い
付
い
て
み

た
。
何
か
言
っ
た
よ
う
だ
が
、
耳
の
悪
い

私
に
は
聞
こ
え
な
い
。
骨
の
間
の
肉
を
せ

せ
る
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
も
つ
る
り
と
食
う
。

　
若
布
の
吸
い
物
を
一
口
飲
む
。
ほ
ら
、

そ
こ
の
磯
の
若
布
だ
よ
、
と
お
じ
さ
ん
。

私
の
皿
に
は
、
煮
汁
色
し
た
骨
が
小
山
を

成
す
。
お
じ
さ
ん
の
皿
の
骨
は
私
の
半

分
。
あ
あ
、
私
は
ま
だ
修
行
が
足
り
ん
。

残
し
た
目
玉
に
に
ら
ま
れ
た
。
Ａ
さ
ん

は
、
も
う
全
部
食
べ
て
す
ま
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
骨
な
ど
ひ
と
か
け
ら
も
な
い
。



2019年（令和元年）８月２１日㈬　４サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
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